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繊維状吸着材による放射性セシウム回収・保管技術の開発 

○大城優 1）、小林高臣 1）、内田修司 2）1）国立大学法人 長岡技術科学大学

2）独立行政法人 福島工業高等専門学校

【緒言】 

福島県内では中間貯蔵施設への除染廃棄物の運搬・貯蔵が始まり、今後、放射性物質の長期保管技術の確立は

必須な状況である。本研究では繊維状吸着材により放射性セシウムを安定化し、これを利用した放射性セシウ

ムの回収・保管を目的と研究を行った。繊維状吸着材による安定セシウムと放射性セシウムを用いて吸着試験

と溶出試験を行い、さらに吸着材の減容化を行うため使用済み吸着材に熱加工を施し、体積減少を評価した。

また、減容化した吸着材からの放射性セシウムの溶出試験を行い吸着材の安定性について検討した。 

【試験内容】 

飽和吸着材は、㈱カサイ社製の繊維状吸着材 250g をナカライテク社の硝酸セシウム溶液 5,000ppm-Cs に調整

した安定セシウム溶液 5L に浸し、48 時間震盪させ、飽和吸着させた試料を溶出実験に利用した。この際、最

大吸吸着量は 86 ㎎/g であった。飽和吸着させた吸着材を 50℃の乾燥器にて乾燥させ、以下の熱加工試験およ

び溶出試験試験を行った。飽和吸着材をそれぞれ 100、300、500℃で加熱し、加圧ペレットとした。その表面

状態を SEM や、BET 比表面積測定により観察した。また、一部サンプルは溶出試験に用いた。溶出試験は固液

比 1：10 の蒸留水で 6 時間震盪させ、セシウムを溶出

させ、原子吸光光度計にて溶出水のセシウム濃度を測

定し、溶出率を算出した。一方、放射性セシウムを用

いた試験は、平成 27 年度環境省除染実証試験１）に用い

た放射性セシウム含有吸着材に対し熱加工を行い、同

様の溶出試験を行い、吸着材の放射性セシウム濃度の

変化、溶出水の放射性セシウム濃度を測定し、放射性

セシウムの溶出率を測定した。

【結果】 

各温度の熱加工による BET 表面積の測定結果を表１に示す。300℃で減少が起き、500℃で表面積は増加してい

る。熱加工時の吸着材の SEM 観察では 300℃の加熱加圧で繊維状吸着材の支持体である高分子材料が溶解し圧

密化が確認できた。セシウム溶出試験では表１に示す各温度で熱加工した吸着材の溶出試験結果より、未処理

の吸着材では 0.95％の溶出があり 300℃では 0.03％で溶出が最も抑制された。また 500℃では 2.49％の溶出

増加が確認された。放射性セシウムを吸着させた場合は、いずれの吸着材においても溶出は検知されなかった。 

【考察】 

各温度による熱加工吸着材の溶出試験結

果より吸着材の内部細孔が減少したためセ

シウムを吸着しているゼオライト表面と水

との接触を阻害するため、セシウムの溶出

が抑制できたと考えられる。放射性セシウ

ムを用いた試験でも同様の結果を示したこ

とから除染廃棄物から放射性セシウムを溶出させない保管技術として活用できることが示唆された。 

文献 １）https://www.nustec.or.jp/etc/josen.html 

サンプル名 BET 表面積 
㎡/g 

溶出水 Cs
濃度 吸着材濃度 溶出率 

％ 

未処理 32.5 8.16 ppm 86mg/g 0.95 
100℃ 30.6 9.20 ppm 86mg/g 1.01 
300℃ 0.9 4.48 ppm 86mg/g 0.03 
500℃ 32.2 31 ppm 86mg/g 2.45 

放射性セシウム ― ≦1 Bq/L 6,300Bq/㎏ ≦0.01 

表１ 各温度による熱加工後の吸着材表面積と溶出試験結果

図 1 繊維状吸着材の写真 
左：未処理、中：加圧プレス（常温）、右加熱加圧処理 
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